
本校研究 

（４）重複障がい学級の取組
 

(１) 取組の概要 

本学習グループは、小学部重複障がい学級、中学部重複障がい学級、高等部重複障がい

学級から構成されます。平成 25 年度までのグループ研究において、生活マップや土日スケ

ジュール表といったツールの作成と活用に取り組みました。その結果、本人を取り巻く環

境について整理し、関係者間の連携を図ることができました。また、「かかわる」「きめ

る」「はたらく」の概念について整理し、教師間で共通理解を図ることができました。 
平成 26 年度以降のグループ研究においては、それらのツールに年間指導計画や学習内容

表等を加え、「Ｔスタイル」としてまとめた上で、Ｔスタイルに基づく授業づくりに取り

組みました。そして、この取組を通して、一人一人に応じた学習内容や指導・支援方法の

工夫・改善といった教育プログラムの構築を目指しました。 
なお、重複障がい学級におけるキャリア教育を「児童生徒一人一人が持てる力を発揮し、

人とかかわり合いながら、自分らしく生活していけるよう指導・支援する教育」とし、６

年間にわたり実践を重ねてきました。 
(２)  取組の内容 

ア Ｐｌａｎ(計画) 

(ア) 各種計画の作成と共通理解 

a 児童生徒の実態把握 

重複障がい学級においては、学校生活の様子を自立活動の６区分に沿ってまとめたり、

引き継ぎシートを作成したりして、児童生徒一人一人の実態把握と学習の積み重ねがで

きるようにしました。また、生活マップや土日スケジュール表を活用することで、家庭

生活や地域生活の様子についても把握できるようにしました。 
b 自立活動設定シート、年間指導計画、学習内容表の作成 

自立活動を実施するに当たっては、自立活動設定シートを作成し、児童生徒の様子と

目標、自立活動の区分との関係を明らかにして指導内容を設定しました。また、集団の

学習については、年間指導計画や学習内容表を作成し、担当者を中心に内容を検討しま

した。 
年間指導計画の例（音楽）  学習内容表の例（生活単元学習等） 
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c 指導略案の作成と共通理解 

個別の学習（自立活動（個別）、各教科）については、必要に応じて指導略案を作成

し、指導内容や方法を見直しました。集団の学習（音楽、自立活動（集団）、生活単元

学習等）においては、授業ごとに担当者が指導略案を作成し、教師間で共通理解を図っ

た上で授業に臨みました。その際、集団の中で自分の力をいかに発揮するか、あるいは

その力をいかに育てるかという視点を大切に、活動内容や指導・支援方法を検討しまし

た。 
イ Ｄｏ(実践) 

(ア) 個別の学習 

a 自立活動（個別） 

学習指導要領における自立活動の内容を踏まえ、「育てたい力」の視点を大切にしな

がら、個別の指導計画に基づいて学習を進めました。 
目標（育てたい力） 学習内容（自立活動の内容） 児童生徒の様子 

姿勢を整えながら教材を

操作できる。（「きめる」

「はたらく」） 

長短パイプ抜きやスライドス

イッチの操作に取り組む。

（「身体の動き」「環境の把

握」） 

椅子座位での学習では、地面

に足をつけて踏ん張り、背筋

を伸ばしてゆっくりとパイ

プを抜くことができた。 
教師と一緒にいろいろな

文字を入力することがで

きる。（「きめる」「はた

らく」） 

スイッチワープロを操作し

て、身近な人や物の名前を教

師と一緒に入力する。（「身

体の動き」「コミュニケーシ

ョン」） 

手や腕を動かしてスイッチ

を押そうとする様子が見ら

れた。単語や文字を入力でき

ると、笑顔になったり、手足

の動きが大きくなったりし

た。 
(イ) 集団の学習 

a 自立活動（集団） 

自立活動の区分のうち「人間関係の形成」や「コミュニケーション」等、人とのかか

わりに重点を置き、児童生徒の様子と目標から、グループを編成して実施しました。 
目標（育てたい力） 学習内容（自立活動の内容） 児童生徒の様子 

得意な動きを活かしなが

ら、友達や教師と一緒にゲ

ームを楽しむことができ

る。（「かかわる」「はた

らく」） 

友達とペアになって、たすき

をつなぐゲームを行う。（「人

間関係の形成」「コミュニケ

ーション」） 

ペアの友達とたすきの両端

を持ち、ペースを合わせて

前へ進むことができた。声

を出したり、手を振ったり

して友達の応援をすること

もできた。 
友達を意識したり、かかわ

ったりしながら、様々な活

動に取り組むことができ

る。（「かかわる」「はた

らく」） 

音楽に合わせ、仰臥位でのス

トレッチに友達と一緒に取り

組む。（「人間関係の形成」

「身体の動き」） 

クラス以外の友達が横に来

るとそちらを見たり、友達

の手が触れると自分の手足

を友達に近づけたりする様

子が見られた。 
b 音楽 

「鑑賞」「身体表現」「器楽」「歌唱」の４つの観点を考慮しながら計画・実施しまし

た。 
また、異年齢集団の良さを生かし、互いにかかわり合いながら活動を展開するとともに、

集団における授業でも個別の目標や手立てを大切にしました。 



目標（育てたい力） 学習内容（音楽の観点） 児童生徒の様子 

曲やリズムに合わせ、友達

と協力しながら体を動か

すことができる。（「かか

わる」「はたらく」） 

友達や教師と一緒にカラフ

ルバルーンを動かす。（「身

体表現」） 

友達やバルーンの動きを見

て楽しんでいた。自分の得意

な動きを活かし、友達と協力

してバルーンを動かすこと

もできた。 
合奏に取り組む中で、自分

や友達の良さを知り、認め

合う。（「かかわる」「き

める」） 

互いの発表の様子を見て、感

想を伝え合う。（「器楽」「鑑

賞」） 

友達や教師から良い点を伝

えてもらうことで意欲が湧

き、喜びを表情で表す児童生

徒がいた。 
ウ Ｃｈｅｃｋ(評価) 

(ア) 児童生徒の評価 

a 個人目標の設定と評価 

各学習においては個人目標を設定し、その目標に対して児童生徒の様子がどうだった

かという視点で評価を行いました。特に、集団の学習においては、個人目標と評価を一

覧にし、複数の教師の目で児童生徒の様子を捉えるようにしました。なお、評価の記入

は、「かかわる」「きめる」「はたらく」の観点ごとに行い、キャリア発達の視点から

児童生徒の変容を捉えられるようにしました。 
b 学習記録表の活用 

学習記録表を用意し、児童生徒の日々の様子を記録するようにしました。記入は任意

ですが、特に自立活動（個別）においては、児童生徒の変容を知るのに役立ちました。 
(イ) 授業の評価 

a 指導略案の回覧、放課後ミーティング 

集団の学習においては、授業後に指導略案を回

覧し、児童生徒の様子とともに授業内容や指導方

法等についても、気付きやアイデアを直接記入す

るようにしました。また、必要に応じて授業当日

の放課後に 10 分間程度のミーティングを行い、

翌日からの授業改善につなげました。なお、回覧

後の指導略案は、指導形態ごとにファイリングし、

必要に応じて適宜閲覧できるようにしました。 
b 専門性向上研修（スーパーティーチャー研修） 

平成 27 年度以降、年間２～４回スーパーティーチャー（指導教諭）を招聘し、個別の

学習に関する研修を行っている。指導略案と話題にしたい事項を事前に送付し、当日の

授業参観後、各授業に対して指導・助言をいただいた。 
c グループ内事例検討会 

個別の学習や児童生徒とのかかわり方について、学級を超えて検討する機会を設け、

指導力向上に努めました。なお、上記スーパーティーチャー研修と併せると、重複障が

い学級に所属する教師全員が、年間１回以上の事例検討会を行ったことになります。 
エ Ａｃｔｉｏｎ(改善) 

(ア) 日々の授業改善 

各学級における日々の情報交換や学習の記録、指導略案の回覧、放課後１０分間ミーテ

ィング等をとおして、各授業の反省と改善に努めている。 

授業評価の一例 



指導形態 授業改善例 

自立活動 

（個別） 

・自ら上体を起こすことができるよう、教材の長さや大きさ、提示位置を

工夫し、目と手を使いながら姿勢を保持できるようにした。 
・自分でスイッチを操作できるよう、本人の様子に合わせて仰臥位または

側臥位、右手または左手を選び、操作しやすい位置にスイッチを提示す

るようにした。 

自立活動 

（集団） 

・ペアの友達をより意識しながらゲームに取り組めるよう、勝敗を競うル

ールから、協力して道具を運ぶルールに変更した。 
・いろいろな友達とかかわりがもてるよう、座席の配置を工夫し、互いに

触れたり、会話したりする場面を設けた。 

音楽 

・リズムに合わせて体を動かせるよう、全員で掛け声をしたり、決まった

フレーズを言ったりしてタイミングを合わせるようにした。 
・自ら意欲的に楽器を演奏できるよう、衣装を工夫したり、操作しやすい

補助具を用意したりした。 
(イ)  重複障がい学級における「育てたい力」の再確認 

日々、育てたい力を意識した学習を展開しているが、重複障がい学級に在籍する児童生

徒については、より丁寧な様子観察と目標設定が必要です。そこで、グループ研究会にお

いて、「育てたい力」一覧表を確認し直すことで、目の前の児童生徒の様子と目指す姿が

より明確になりました。 
重度・重複障がいある児童生徒にとって、その人らしい生き方を見つけ、その人らしい

生き方ができるように支援する教育がキャリア教育と言えます。児童生徒の少し先の将来

を見据えて、今、どのような力が必要かを考える視点を取り入れることがキャリア発達を

促す視点と考えることができます。 
次頁に、補足資料として、『重度・重複障がいある児童生徒のキャリア発達における「育

てたい力」一覧表(試案)』を提案します。 
(３) まとめと今後の方向性 

本年度までのグループ研究を通して、各教師は児童生徒一人一人のキャリア発達や保護

者をはじめとする関係者との連携について、より一層意識するようになりました。また、

指導略案を活用した事前および事後の検討を通して、教師間で共通理解を図った上で実践

することができました。なお、児童生徒一人一人の変容については、個別の指導計画や単

元・題材ごとの個別目標に対してどのような姿が見られたかを丁寧に見取ることを積み重

ねました。その際、複数の教師の目で見ることや「かかわる」「きめる」「はたらく」の

視点を大切にしました。 
今後は、これまで重複障がい学級として大切にしてきた視点や取組を継続しつつ、児童

生徒一人一人に応じた学習や指導・支援について追求していきます。その中で、より効果

的なＴスタイルの活用と児童生徒一人一人の変容の把握についても、引き続き工夫を重ね

ていきます。 


